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特集「ユビキタスコンピューティングシステム（IX）」の
編集にあたって

井上 創造1,a)

1988年にマーク・ワイザーによって，情報機器を意識

せずに，いつでもどこでも利用できるというユビキタスコ

ンピューティングの概念が提唱されました．それ以降，情

報処理技術の発展にともない様々な機器にコンピュータが

組み込まれ，また，スマートフォンやクラウドコンピュー

タとも連携して得られるビッグデータが機械学習により

分析可能になり，様々なサービスにより人々の生活の支援

を行うことができるようになってきています．現在は IoT

（Internet of Things，モノのインターネット）という概念も

よく聞かれるようになりましたが，ユビキタスコンピュー

ティングは IoTも包括し，いかに人が意識せず人にとって

有益なサービスを実現するか，ということを取り扱う研究

分野となっています．そのため，取り扱う分野は非常に幅

広く，センサデバイス，信号処理，ミドルウェア，ネット

ワーキング，データマイニング，ヒューマンインタフェー

スや AIなどの工学分野から，さらには社会学や心理学な

どにも踏み込み，学際的に研究活動を行う分野となってい

ます．

本特集号はこのような研究の推進を目的として，ユビキ

タスコンピューティングシステム（UBI）研究会が企画し

ているもので，今回で第 9回目となりました．UBI研究会

の主査，幹事，運営委員を中心に構成した編集委員会での

慎重な審議の結果，投稿数 10件に対して，4件の論文が採

択されました（採択率 40%）．非常に優れた論文を採択で

きたものと考えます．

採択された論文のテーマは，IoTデータセットをシミュ

レーションしデータセットを生成する手法や，スマート

フォンにおける通知を操作したタイミングを利用した行動

認識アノテーション手法，足音と慣性データを用いた路面

状況を認識する手法，センサを用いた社交ダンスの動作認

識といった，ユビキタスコンピューティングの実現に向け

て取り組まれている広範な研究から，質の高い研究論文を

採択することができました．今後も，本特集号を継続して

いく予定ですので，投稿をぜひご検討いただければと思い

ます．

最後に，本特集号の機会を与えてくださった論文誌編集
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委員会の皆様，多忙にもかかわらず丁寧に査読していただ

いた査読者の方々，編集にご協力戴いた特集号幹事・編集

委員の皆様に感謝申し上げます．特に，特集号編集委員の

皆様には，著者と査読者の間に入り，論文の採択に向けて

多大なご助力をいただきました．その結果，高品質な論文

を数多く採択することができました．心より御礼を申し上

げます．また，何にも増して，ご投稿いただいた著者の皆

様に深く感謝いたします．今回は残念ながら採択に至らな

かったご研究についても，そのような積み重ねがあってこ

そ，本文野が発展していくものです．本特集号が本分野の

さらなる発展に向けた一助となれば幸いです．
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